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6 月 11-12 日 東海ミドルボート選手権 

6 月 12 日 MCC 春のチャンピオンシップ 

6 月 26 日 スモール 6 月ポイントレース 

7 月 17 日  MCC 三河湾周遊レース（ナイト） 

7 月 29-31 日 パールレース 

7 月 31 日  蒲郡花火大会 

 

第 30 回エリカカップ 

優勝、ホーネット 

18 年ぶり 2 回目の優勝 



エリカカップ優勝 １８年ぶり ２回目の優勝 
ホーネット 正木 

レース前、目標はクラス優勝、五ケ所湾レースで前を走られたケーニッヒや同型艇に負けないようにしようと確

認し合った。西の風、10～15ノット、セールの選択に迷うところだが、何とか走れそうと判断して№1をセット

する。とにかく、スタートはしっかりと集中してやろう。エリカは艇数が多いだけに、スタートが上手くできな

いとその後の展開が苦しくなる。 

２回のゼネリコでいい練習ができた。２線目に入ってしまわないように、フレッシュウインド＆フリーウォータ

ーだ。ラインを気にしながらジャストスタートを目指す。リコール艇有りのフォーンが鳴る、「大丈夫。リコール

はラインに戻れなかった艇だ。」という多田さんの声に迷わず艇を走らせる。下側には大きなフリーウォーターが

できて絶好のポジション。影響を受けるような艇は全くいない。 

少しヘッダーが入るが振れ戻り、そのまま延ばすと、我が艇から下側（沖）はい

い風を受けているが、上側は風が弱く遅れている。上マークアプローチのためタ

ック、途中、ジョーカーとミートするが無理せずベアーしてかわす。上マークは

６番で回航、この調子ならクラス優勝が狙える。 

しかし、ベテラン７名＋ゲスト１名の布陣はドタバタ、スピンアップにもみんな

声は出るが、体の動きが今一つでコンビネーションも悪い。後ろから、シーファ

ルコンやブーメランが迫ってくるが、追いつかれるまではない。サイドマークで

ジャイブ、ランニングからリーチングにヘッドアップしてマーク回航。 

スピンでは少しきつい、先行艇にはすでにスピンダウンしてジブで走っている艇

も。できるだけスピンで距離を稼ごうと、8 人の乗員でオーバーパワー気味なと

ころを抑えて走る。やっぱりスピンでは上り切れないため途中でジブに切り変え

るが、スピンダウンでスピンを飛ばしてしまう。しかし、大事には至らない。 

風が上がってきているが、セールチェンジせずに№１ジブで行く。8 人の乗員、

オーバーパワーだが意外と走りはよく、ウェザーヘルムも思った程ではない。上

マークへのアプローチ（ポートからスターボ）のタックは距離もありやや早目、

上り切れない予定が何とかギリギリで上りきる。マーク直前でラフィング、タッ

クせずに何とか回航できた。 

すぐにジャイブ、ポートにセット済みのスピンをアップ、後はこのままフィニッ

シュを目指すのみ。まあまあいいレースができたとみんなが思っていたところで

トラブルが発生する。最後のジャイブでスピンをステイに巻いてしまい、なんと

もみっともない形のままフィニッシュ。数秒のロスだとは思うが、後味の悪い結

末となった。 

ナルミ、パラフレに次いで着順は８位。フィニッシュした時も総合優勝など夢に

も思っていなかった。私は腰の調子が悪かったので片付け、食事を終えると早々

に表彰式も出ずに帰ってしまった。家に帰る直前、メールを見て驚いた。そして、 

とても嬉しい思いがこみ上げてきた。 

過去（１９９８年）に一度優勝したとはいえ、エリカのような

ビッグフリートのレースで勝つのは難しく、今回もまさか優勝

できるとは思いもしなかった。3 年前、同型艇のセレスティー

ヌの優勝を見て羨ましく思ったものの、難しさを感じていたか

らこそ、次は自分達だとは中々思えなかった。そんな思いの中

での優勝であり、前回の優勝とは違って格別である。 

今回は、スピンアップやジャイブでスムースにできないミスも

あったが、絶好のスタートに加え、上マークまでのコースがよ

く風にも恵まれたのが勝因だと思う。２位アケア、３位ブーメ

ランを抑えての優勝というのも嬉しい。自分は表彰式に出られ

なかったものの、ＨＰで表彰式に出席した人の喜ぶ顔を見られ

ただけで十分。ちなみに前回優勝の時は、表彰式は大雨で中止のため今回が初の表彰式だった。 

第２上マーク直前のラフィング、

かろうじての回航、連続写真 



（中村）好位置ジャストスタートと南へ伸ばしたコース選択が第1上での高順位。サイ

ドでジャイブ後のリーチング、８人の乗員で艇を起こし頑張った結果がジェネカー艇に

も負けずに下マーク回航。２上へは風も上がり大型艇有利な中、８人の体重がここでも

効果、早めのマークアプローチのタックでも何とか上りきりマーク直前のラフィングで

タックを増やさずに回航できた。レースに勝つには戦略、技量も大事だがミスを減らし

運を味方にしないと中々勝てない。今回は三拍子、四拍子揃った結果です。２回目とは

いえ初の表彰式、もっと派手なパホーマンス、記念写真を撮ればよかったと思っていま

す。 

 

（髙橋）最後のスピントラブルで上位入賞は無理と思いましたが、運良くクラス優勝どころかエリカカップまで

頂けました。有難うございました。優勝賞品の蒲郡みかんは最高に美味しく、孫が毎日離乳食で頂いています。

エリカカップ同様最高です。 

 

（三戸）嬉しいです。 当日夜、航跡をライバル艇と比較検討し

自宅で反省会をしました。 よかったことは再現し悪いことは繰

り返さないよう引き続き精進します。 

 

（多田）下記でちゃんと見れました。 

http://www1.yachtrace.jp/sp505.html?folder=160522TOSC  

これからは、電源ケーブルが必需品になるか？？？自分のスマ

ホでは、電池切れになったかな "(-""-)" 

アケアとの差も１２０秒って楽勝だったんだ！！！ 

 

（石原）いいスタート、いいコースどり、いいメンバー 

クラス優勝、総合優勝とは最高の一日でした。 

 

（ゲスト荒木）皆様のお陰で、レース初体験の私がこのような賞をいただくことが出来ました。今回の経験は私

に多くのものを与えてくれました。より多くの人にヨットの良さを伝えて行きたいと思います。 

 

第 30 回 エリカカップヨットレース「Ｂｏｏｍｅｒａｎｇ」（Ｊ/９２）参戦記 

Ｃクラス準優勝、総合三位 Ｂｏｏｍｅｒａｎｇ 代表 沢田一彦 

 

「Ｂｏｏｍｅｒａｎｇ」（Ｊ/９２）のＴＲＳレーティングは ＩＲＣと異

なり ジェネカーを使用する為に 同型艇の「うらなみ」より ５９秒/

１時間のペナルティーが課せられてしまい 毎年修正では なかなか勝て

ない状況になっていました。   

そこで Ｂｏｏｍｅｒａｎｇ チームは 今年もエリカカップヨットレー

スに ２艇（シースケープ-２７とＪ/９２）で参加しましたが 「J/92」

は総合優勝より JSAF 外洋東海の ＩＲＣ年間総合優勝を狙うべく ＩＲ

Ｃ参加の１２艇をチャックしながら 当日の軽風予報に備えて 最少人数

＝５名で臨みました。 

スタートは アウターマーク有利と判断し 下マーク寄りに位置を取りながら しかし風上艇の「ナルミ」に邪

魔をされ 少し出遅れてスタートしました。 

スタート後は順調な滑りでしたが 最初の上マークで 「ＨＯＲＮＥＴ」に大幅にリードをされて その差は各

レグ共に縮むことが無く フィニッシュで ３分０４秒の差を付けられ 今回のレースは完敗しましたが 総合

３位・クラス２位・ＩＲＣ２位の成績が残せました。 

スタートから第１上マーク・・・そして最後のフィニッシュまで ６１艇のレース艇を抑えて素晴らしい走りを

された・・「ＨＯＲＮＥＴ」・・本当におめでとうございます！！ 



第３０回エリカカップＥクラス優勝 （総合１６位） 

ランナー 北河 

 今年も守護神（２歳・６歳）を乗せ安全第一でレース海面に出航、観覧船

の近くでスタート時刻を待つことにした。我が艇は本部船狙いでジャストス

タートと思ったらゼネラルリコール。 

二回目のスタートも本部船狙いでジャストスタート。豊橋沖に伸ばしてい

くが、タックしてくる艇団があるも我が艇は少し前に出ているように思えた。

タックを返しながら中間コースをとって上マークに向かった。風が南に振れ

ているように思え豊橋沖に伸ばしていった艇団が前を通り過ぎていくが大型艇でもあり中間コースをとっていた

ことで大きなロスはなかった。 

 上マークアプローチは安全第一と早めの準備でマーク回航、スピンアップとロスのない回航で後続艇を確認す

ると、同クラスの「ベベ」がすぐ近くにいる。スピード第一で２マークへ向かうと徐々に「ベベ」を引き離すこ

とができた。 

 ３マーク（下マーク）も安全第一で早めのスピンダウン、タックで沖出し（豊橋）、我が艇はスピードも申し分

なく、先行艇は大型艇ばかりで最高である。 

最後の上マーク回航は大型艇のベンガルなどが次々と回航していく。ホーネットも上位で回航していった。我

が艇の守護神二人は上位にいるのが解るのか至極ご機嫌である。ランナーは中位ほどで回航、先行艇は大型艇で

あり期待が持てそうである。スピンランもスピード十分で気分爽快である。 

フィニッシュは全体の中ごろであり同クラスはいない。クラス優勝の期待をしながら形原へ回航し表彰式会場

へ着くとＥクラス優勝（総合１６位）と連絡が入る。また飛賞の蒲郡ミカンもいただき最高のレースでした。 

 ありがとうございました。来年も頑張ります。 

 

Ｃクラス 3 位 総合 5 位アルミス５ 

アルミス金田 

結果 クラス3位 総合5位なんてしばらくこんな好成績とってなかったような気がします。 

簡単にレース内容を振り返って（記憶違いもあるかも(笑)） 

天気予報での風速3～5ｍでは、今日は勝ち目はないと思ったがいざ、レース海面に到着すると、アルミスにとっ

ては、諦めなくてもいい風速レンジ。本日のスタート攻略をどうしようか？ 

全艇同時スタートとの事なので、混戦が予想 また、上マークは南にずれている。風が南に振れるの計算してそ

こまでずらした？ということで、リミット寄りでスタートし、スタボーを出来るだけ伸ばそうと決定。 

1度目のスタートは、MAXスピードまでもって行けず、ゼネリコで助かりました。 

2度目のスタート 20秒前でスピードMAX おかげで大型艇をクリアしエンド寄り下に他艇もいない、いい位置

をキープ。すぐ上には、同型艇アケア。ここでスタート。しばらく、アケアよりスピードは勝っていた。 

ひたすら左海面に（右海面より風はあったような感じ）上マークに近づくにつれ、左海面に行った艇がだいぶ先

行しててもしかして今日は、いい成績が残せそうかもと、にわか喜ぶ。でも、次レグ スピードの出ないスピン

ランがあるから 喜んでもいられない。 

しかし、こういう時に限ってトラブルが。スピンが上がりきっ

たと思ったら、マスト横のハリヤードロックが外れ、一気に海

の中に これでかなりタイムロス。でも、いつもならホーネッ

トに離されるスピンランが、今回はそんなに離されなかったよ

うな。 

2回目の上りレグ また、風の良かった（と思う）左海面に。

上り角度は、先行するホーネットに比べるとかなり悪い。後ろ

にいたアケアは、右海面にタック。しかし結果右海面の方が良

かったようで、アケアが先行 ケーニッピには抜かれず済む。 

最終レグも右海面に しかし前には、同クラスのアケア、ブー

メランを確認。これでは入賞はないなと諦めていましたが、結

果は3位を貰えてラッキーでした。 

左からアルミス、ブーメラン、アケア 



 

第 30 回 エリカカップ 写真特集 べべとうらなみは 30 回連続参加達成 

Ｂ－１総－1 ホーネット Ｂ－４総－1３ ﾀﾞﾝｼﾝｸﾞﾋﾞｰﾝｽﾞⅢ Ｂ－５総－1４ オデッセイ Ｂ－１総－1 ホーネット 

Ｃ－３総－５ アルミス５ Ｃ－２総－３ ブーメラン Ｂ－ＯＣＳ アネックス 

Ｃ－４総－６ ｽｰﾊﾟｰｳｪｰﾌﾞⅥ Ｃ－７総－２３ガメラⅢ（後） Ｃ－８総－２９ うらなみⅨ 

Ｅ－１総１６ ランナーⅡ Ｅ－３総－２４ ベベ Ⅲ 総合優勝ホーネットチーム 

総合3位ブーメランチーム クラスＣ3位アルミスチーム クラスＥ優勝ランナーチーム 



 



ＭＣＣカップ何とか優勝しました 
          スーパーウェーブ・長坂 

 

今年３月になって、我がＳＷのクルー数人が家庭の事情やら、他の行事の都合

やらで急きょ今年のレース活動に参加ができなくなり、人材豊富のはずのＳＷが

ピンチになりました。 

そんなクルー不足の中、梶島レースも何とか６名を集め参加しました。じつは

今年のＳＷの船底はある物を塗って帆走しています。（ある物とはまだちょっと

企業秘密で言えません、今年のレースシーズン後には）そのある物のおかげかど

うかわかりませんが、梶島レースのスタート直後の微風の中、良い走りをして、

シームやユーデルのヨットと遜色のない走りをしてくれました。 

 最初のマークである豊橋潮流ブイをアルミスとそんなに差のないくらいで回航

して梶島ブイに向かいましたが、微風のフリーの風はさすがにホーネット、アル

ミスの走りは良く、梶島ブイは何とか３番目に回航し帰りのレグとなりました。

とにかく、アルミスやホーネット、オディッセイに差を広げられないようにと、

気を抜かず走らせました。 

帰りの豊橋潮流ブイの回航はアルミス、ホーネットの次の３番手で回航し、時

間差もレーティングで何とか順位は上がるのを信じて、微風の中とにかく丁寧に

丁寧にとミスの無いように艇を走らせました。 

 最初に書いたように、ある物を塗ったのが功を奏したのかどうかですが、修正

で何とか優勝しました。 

今年のＭＣＣの年間優勝をホーネットの４連覇を阻止するためのまずは今年最初

のレースで優勝ができ、この勢いで来月のレースに望みたいと思っています。コミッ

ティのＤＢさん、お疲れさまとありがとうございました。 

 

 

コメン

ト 

4 月レースが中止になり、ＭＣＣ今年初レース。 

艇長会議時は風なく、コース短縮を考えたいが予報ではまあまあの風がありそうでそのままスタートする。 

何とかスタートできる程度の風も豊橋マークに近づくころには１０ｋ程度に・・・・ 

アルミス、スーパーウェーブ、オデッセイ、ホーネット、べべの順で豊橋マークを回航。 

その後も順調な風の中をスピンランで梶島マークへ、ホーネットが追い上げていく。 

復路は片上りの一直線、アルミス、ホーネット、スーパーウェーブ、オデッセイと続く 

風も順調で当初の懸念はなく 10 時半過ぎにレースを終了した。 

        名称   ＭＣＣカップ（早朝）   

      コース Ｓ→小島→豊橋→梶島→豊橋→小島→Ｆ 

      距離   28.5  ﾏｲﾙ   

      風速   5m 以下     

        スタート   7:00:00     

             (B)  (A*B) 順位 

ｾｰﾙ

No 
艇  名 

TYPE MRC 到着時刻 着順 所要時間 修正時間 得点 

5550 Super Wave 6 Slot 31  0.984  10:32:37 3  3:32:37 3:29:13 1  

4774 Armis 5 J/V9.6CR 1.010  10:28:20 1  3:28:20 3:30:25 2  

4825 BeBe Pioneer 9FR/PB 0.911  10:52:04 5  3:52:04 3:31:25 3  

5791 Hornet Seam 31 1.011  10:30:45 2  3:30:45 3:33:04 4  

3173 Odyssey Seam 31Ⅱ 1.013  10:33:17 4  3:33:17 3:36:03 5  

 

ホーネットに追いついた 

スタート後、風なし 

スタート前、風なし 



ＭＣＣ５月早朝、ＭＣＣカップレースの各艇コメント 

 

◆1 位:Super Wave  長坂さん 

今日はみとマリーナのファミリーレースとバッティングしていましたが、 

今年のスーパーウェーブは打倒「ホーネット」のキャッチフレーズを掲げていまして、 

MCCのレースに参加して大変良かったです。 

尚、フィニッシュが１０時半に終わり１１時スタートのみとマリーナレースにもオープン

参加してきました。 

今日はありがとうございました。 

 

◆2 位:アルミス 

ここ数回3、4人の場合が多く、久しぶりの5人で参加。 

途中のスピンランでホーネットに追いつかれそうになりましたが、 

大きなミスをしなかったことが幸いし、久しぶりのファーストホームを飾れました。 

修正でも1位を期待したのですが残念でした。 

本 シーズンもよろしくお願いします。 

 

 

◆３位:BeBe 

今年初めてのレース6人でのぞみました。 

微風でのスタートは相変わらず出足は鈍い、 

少しブローが入ってくると他艇と登り角度もついていけるが 

全体的に単純なコースでは勝ち目はない。 

 

 

◆4 位:ホーネット 三戸さん 

ホーネット三戸です。 

今日ヘルムスの正木が腰痛の為欠席。代理でヘルム担当しました。 

ヘッドセイルはNo.2で風の弱い時は苦しく後れを取ることが多く、 

フリーで頑張って追いつく展開でした。 

残念な成績でしたが、これから挽回していきたいと思います。 

 

◆５位:オデッセイ伊勢谷さん 

今日の天気は快晴で風弱し。今年初めてのレースで順調にレースが出来るか心配です。 

クルーも今年初めて船に乗る者もいて大丈夫かと思いながら準備を進める。 

スタートはポートの風で微風、このままではフィニシュ出来るかと思っていたら徐々に風速

が上がり艇もスピードを上げ快調に滑りだした。上のブイまでは大きな差もなく回航、ホー

ネットにかなり差を付けていたがランニングで追い上げられ先に行かれる。 

帰路のコースはクローズドリーチでスピードが有り先行艇に追いついたが最終ブイを回りラ

ンニングコースで挽回出来なかった。 

今回、船は良く滑っていた 

がスピンを新調したいと思いました。

レースは、大変気持ちよく出来て爽快

でした。 

今週のエリカに参加します。また宜し

くお願いします。 



シーラ 

ソーダカツオ 

アナゴ 

ウツボ 

ナマコ壁 

赤崎遊歩道 

溶岩海岸 松ケ下雅湯 

アクアマリンの伊豆クルージング 

中村   

５月２３日、エリカの翌日から３０日までの８日間で神津島、三宅島、式根島、下田、松崎、福田に寄りながら

楽しんできました。詳細はＨＰの航海日記を参照ください。 

初日２３日は１０時過ぎに出港しオーバーナイト、 

翌日２４日８時過ぎに神津島漁港に到着。赤崎遊歩道、神津島温泉を楽しみました。 

２５日は午前中に三宅島阿古漁港に移動。午後は火山体験遊歩道、メガネ岩の観光ができました。 

２６日はやはり午前中に式根島へ移動。露天風呂を楽しみました。 

２７日は天候をおして下田に移動、天候の変化が予測より速く２０ｍ超の強風に会ってしまいました。 

２８日は一転、穏やかな日で石廊崎港、妻良漁港を見学しながら西伊豆の松崎港へ移動。 

２９日オーバーナイトで一挙に帰れるが夜は雨の予測。途中の福田で待機する。 

３０日も午前中は雨、１２時間で帰れるし風も強くならない予報。午後出発し深夜に母港着。 

３１日は快晴、午前中、世話になったヨットの清掃をして解散しました。 

 

福田 

松崎 

下田 

神津 

式根 

三宅 


